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6年生が立派に卒業していきました 
 17 日(火)は春の日差しが温かい、最高の卒業式日和でした。21名の卒業 

生が堂々としているのはもちろん、１～5年の在校生も、式の意味をよく考 

え、しっかりとした態度で臨み、最高の卒業式を皆で創り上げました。黒部 

市長武隈義一様を初めとして来賓の方々にも多数お越しいただきました。本 

当にありがとうございました。 

★式辞では「新聞コラム学習」のことも盛り込み、卒業生に伝えました 

 ぎりぎりまで悩んだ式辞の内容でしたが、卒業する 6 年生が新型コロナの影響で入学早々に 1 か月以上

もの臨時休校となり、その後も大変な数年間を過ごしたことについてはふれ 

たいと思っていました。また、小学校 6 年間の「助け合う子」「よく考える 

子」「元気でやりぬく子」の取組が、これから生きる力の土台になっている 

ことを伝えたいと思いました。 

 そのうち、「よく考える子」については、いつも学習態度が素晴らしく、 

計算大会やわくスタノートの取組で全校をリードしていた 6年生に感謝の思 

いを伝えたほか、この 2 年間、校長からの出題として「新聞コラムを読む学 

習」に取り組んだことも盛り込みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 線を引く、漢字を練習する、題名をつける、感想を書く、という決まったパターン 

でしたが、毎回子供たちにちょうどよいコラムを選び、返ってくる「答案」 

を点検するのが楽しみでした。難しい話題のときもよく食らいつき取り組 

んだ 6 年生。少しずつ感想の内容も大人びた考えが見られるようになり、 

精神的な成長も感じました。小学生でもここまでできるのだな、というの 

が率直な感想です。この２年間の取組は私自身にとっても思い出深いもの 

となりました（共に取り組んでくれた担任の山本先生にも感謝！です）。 

 中学校は「大人になる学校」です。自分で考え行動する範囲が広がり、 

「自立」への一歩を踏み出すことになります。21 名の卒業生には、自分 

たちが生きる未来を（人任せではなく）自分の力で切り拓こうという心意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
気をもち、そのための生きる力を自ら育てていってほしいと思っています。 

新聞コラム学習 ↑ 
の感想を６年生 →
からもらいました。 
 
↑→ 

黒部市立村椿小学校 

文責：校長 寺島紀子 

令和８年３月１９日 

第３７号 

この２年間は毎週１回、皆でいっしょに新聞コラムを読む学習を続けましたね。言葉

の力が育ち読解力がついただけでなく、広く世の中の問題に目を向け、自分の考えをも

つことができました。皆さんにはこれからも、学校での授業内容にとどまらず、広く身

の回りの問題や社会の出来事に目を向け、その解決に向けて自分は何ができるだろう

か、よりよい世の中を作るために自分たちはどうしたらよいだろうかと、考え続けてい

ってほしいと思います。 
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見送りの会 そして…  
 卒業の日の締めくくりは玄関前での「見送りの会」でした。５年生の司会進 

行の下、少しリラックスした雰囲気で行われました。校長からの餞（はなむけ） 

の言葉、卒業生代表の言葉、卒業生の発声による万歳三唱、プレゼント渡し、 

卒業生へのエールと続き、全校皆で卒業生を見送りました。会の終了後も続々 

と記念撮影を楽しんだり先生に挨拶したりして名残を惜しんでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリーズ「教室におじゃまします」３月４日（水）５年家庭科の巻 
１月後半から続けてきたミシンを使ってのエプロン製作も、この日が最後の時間でした。これまで４回 

にわたり、地域ボランティアの方に指導サポートに入っていただいています。この日も５名の方が城石先

生との打合せを手際よく済ませ、早速、子供たちの中に入ってくださいまし

た。「しつけ」の方法を具体的に教えたり、ミ 

シンを子供たちが 

使う様子を近くか 

ら見守ったりして 

くださいました。 

 完成に近付くと 

ポケットを縫い付 

けたりアイロ 

ンをかけてアップリケをつけたりします。失敗しな 

いように、真剣に作業に取り組み、続々と作品が完 

成しました。 

 ボランティ 

アの皆さんに 

は毎回快く協 

力していただ 

き、ありがとうございました。子供たちとも顔 

なじみになり、感謝の言葉を作品票に書いてい 

 る子もいま 

した。               

＜おまけのひとりごと＞卒業式の祝辞で、武隈黒部市長は「今日のこの日を迎えることができたのは周りの人のお陰だということを
忘れないでください」と話されました。また大懸ＰＴＡ会長は「失敗を恐れずに思い切って挑戦してほしい」と話されました。どち
らの話も、なるほどと腑に落ちるものでした。卒業生はもちろん、在校生も静かに話を聞いていました。そして呼びかけ「おわかれ
のことば」は一人一人の声と言葉が会場によく響いていました。私自身にとっても校長として臨んだ最後の卒業式。感動しました。 


